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雪まつりに参加しよう
第13国のいまカ、ね雪まつ りが、 2月10、11日の両

日、今金小学校向いのふれあい広場で開催されます。

雪像づく りはもちろん、伊藤多喜雄さんのコンサ

ートなど催 L物も多彩です。町民みんなの手で雪ま

つりを盛り上げましょう 。
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称)

道
南
地
区
高
等
養
護
学
校

(仮

新
築
仁
事
が
お
仁

3
れ
て
し
ま
す

(
仮
称
)
道
南
地
区
高
等
養
護
学
校
(
精
神
薄
弱
)
が
槍
山
管
内
川

町
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
の
永
年
に
わ
た
る
陳
情
活
動
に
よ
り
今

金
町
へ
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
校
舎
の
一
部
が
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成

g
年

4
月
の
開
校
に
向
け
て
校
舎
、
寄
宿
舎
、

約
ロ
億
円
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

屋
体
工
事
な
ど

養讃学校とは、心身に障害を持っている児

立 ・生徒の教育のための特殊教育諸学校を総

物、しています。

特殊教育諸学校は自の不自由な子を対象と

高等養護学校とは

高
等
養
護
学
校
施
設
の
概
要

現
在
、
寒
昇
地
区
に
建
設
中
の

(
仮
称
)
道
南
地
区
高
等
養
護
学

校
は
平
成
6
年
度
に
用
地
の
取
得

・
地
耐
力
調
査
を
お
え
、
校
舎
の

一
部
が
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
規
模
は

4
・
5
加
の
敷

地
に

一
般
校
舎

(
2
階
建
て

)

2
、
4
9
4
刑
、
産
振
校
舎
1
、
1

2
2
州
、
寄
宿
舎
1
、
7
6
8
H川、

屋
内
体
育
館
7
1
3
耐
の
他
、
プ

ー
ル
棟
、
柔
剣
道
場
、
温
室
、
グ
ラ

ン
ド
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
職
員

住
宅
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

校
舎
の
建
設
問
口
は

3
間
口
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
開
設
問

口
は
平
成
8
年
度
の
高
等
学
校
適

正
配
置
計
画
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

挫
設
計
画
の
閉
口
は
、
一
応
地

域
に
お
け
る
学
生
数
に
も
よ
り
ま

す
が
、
産
業
科
・
生
活
図
芸
科

生
活
家
庭
科
の

3
間
口
の
予
定

で
、
ー
間
口
が

8
名、

1
学
年

μ

• • 

自
立
と
社
会
参
加
の
教
育
活
動

高
等
養
護
学
校
は
、
障
害
の
あ

る
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
職
業
学

科
を
中
心
と
す
る
教
育
活
動
を
通

じ
て
、
社
会
自
立
や
生
活
自
立
の

素
養
を
養
、
っ
と
と
も
に
、
3
年
間

の
寄
宿
生
活
を
通
し
て
社
会
適
応

力
な
ど
を
養
う
中
で
社
会
性
の
発

達
を
促
し
、
将
来
、
可
能
な
限
り

自
立
し
、
相
会
参
加
で
き
る
よ
う

教
育
す
る
こ
と
を
図
椋
と
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
全
体
が

特
殊
教
育
や
障
害
者
招
祉
に
理
解

あ
る
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
的
‘

学
生
を
暖
か
く
迎
え
い
れ
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
徒
が

2
年
生
に
な
る
と
職
場

実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
職
場
実
習

は
卒
業
後
の
就
労
に
も
大
き
く
関

係
す
る
も
の
で
、
就
労
の
場
内
雌

保
と
と
も
に
職
場
実
習
の
場
内
雌

保
が
重
要
な
線
組
で
あ
り
、
今
金

町
を
含
む
近
隣
町
村
や
企
業
の
協

力
と
支
援
が
必
裂
と
な
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
生
徒
が
、
学
校
生

活
や
寄
宿
舎
生
活
を
送
る
中
で
、

する盲学校、耳の不自由な子を対象とする毅

た子を対象とする精神薄弱児教育施設、肢体

〕2
 

〔

学校があり、養護学校としては、知恵の遅れ

の不自由な子を対象とした肢体不自由児教育

施設、病気の子や体の弱い子を対象とした虚

この中の精神薄弱児教育施設の

高等重量箆学校が設置されます。

弱児教育施設があります。

本町には、

名
で
平
成
9
年
4
月
に
開
校
さ
れ

ま
す
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
開
設
関

口
内
容
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
が
、

3
間
口
で

ω
1初
人
が
予
定
さ

れ
、
職
員
の
家
族
を
含
め
る
と
相

当
数
の
人
が
養
鰻
学
校
の
開
設
に

よ
り
、
本
町
に
住
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。平

成
8
年
度
に
は
道
教
委
に
お

い
て
専
任
の
開
校
単
側
室
が
世
か

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
れ
を
本

町
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。

し、
。

地
域
と
の
交
流
は
、
生

徒
が
自
然
に
地
域
に
溶
け
込
み
、

適
応
力
や
社
会
参
加
を
目
指
す
、
」

と
か
ら
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
行

事
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
と
、
学
校
に
お
け
る
諸
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ

と
で
障
害
を
も
っ
生
徒
た
ち
を
深

〈
理
解
す
る
環
境
づ
く
り
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、

タ，「吉

122際
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
〈
う
え
で
欠
く
ニ
と
の
で
書
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

平
成
6
年
度
決
算
は
、
温
泉
ポ

l
リ
ン
ダ
委
託
事
業
、
昭
和
線
道
路
改
良

舗
装
事
業
、
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
、
農
地
災
害
復
旧
事
業
、
南
団
地
公

営
住
宅
立
替
事
業
な
ど
の
各
種
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
投
資
的
経
費
は
、
総

額
何
億
1
千
3
百
川
方

4
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
刊
・

5
%
を
占
め
る
積
極

的
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
識
さ
れ
、
第
4
固

定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、

明
る

い
町
づ
〈

り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や
町
民

生
活
に
密
着
し
た
事
襲
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

1
年
間
の
決
算
内
容
を
グ
ラ
フ
や
衰
を
用
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。等感箇年度

一般会計町民一人

当りの決算 額

う使われたー的に

998，663円

限られた財源を効果
特別会計決算の状況

入

(内町税 81，211円)

歳

、-
992，302円出歳

調会費 87，9361.2% 

労働貸
10，845 
0.2% 

農林水産業置
790，497 
10.8% 

245，098千円
57，053千円
16，207千円

239，891千円
。千円

119，420千円
45，222千円
409，289千円
701，531千円

6，000千円
200，000千円
220，564千円
149，327千円
113，970予円
10，000千円
5，000千円

総務費
J ，078，799 

14.8% 

商工貨 193，0632.6% 

金
財政調整基金
国保事業財致掴整基金
簡水財政調整基金
土地開発基金
実利河公共用地等基金
国営土地改良支 払基 金
奨学資金貸付基金
団銭濁楓綴代替繍送確保基金
滅償基金
高林文庫基金
d る 8 と創生基金
支化セ /タ ー珪設基金
地織福祉基金
農地流t化対策資金貸付基金
中山問、、るさと水と土地保全基金
河川環境保全基金

出害甚旧費
1，002，818 
13.7% 

里
町
%

奇
バ
O

K
U
o
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7
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基

内

訳

%
%
%
%
%
%
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警聖母
299，693千円

一般会計・特別会計で使われたお金

億 千円です。
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金
金
金
金
金
金

姐

付

開

負

伎

十

附

げ

ち

空

特

得

越

策

付

亙

取

割

対

山
一
軒
子
腕

分
自
利
輯
也
容

~-l< 

唱Ei

寝耳露

車問

42台

車

山

財産収入 94，6231.3拓

地方闇与税 138，3951.9出

使用斜且ぴ手世斜 86，9171.2% 

踊入金 273，3803.7% 

間収入
493，228 

6.7珂

4羽

地

色さゐ

酔最
75，064m' 

建

土

• 

• 

• 

(e 

(千円)

ぷヱ〉ミ、 言十 名 時主 入 歳 出 差 ヲ| 額

国保特別会計事業勘定 727，067 675，490 51，577 

簡易水道事業特別会計 189，507 187，102 2，405 

老人保健特別会計 864，531 864，526 5 

収益的収入及び支出

4t ~JI. プ.llセn. 4t 2百 用 差 ヲl 合員

1，233，275 1，202，997 30，278 

国保特別会計施設勘定
資 本的収入及び支出

~JI. 人 支 出 差 ヲ| 告買

89，374 89，205 169 

， 

〈補助事 業〉 (千円) 〈単独事業〉 (千円)

農業施設災害復旧事業 577 ，365 温泉 ボーリ ン グ委託事業 69，999 
農地災害復 旧 事 業 202，240 土 J也 勝 人 事 業 67，497 

林道 災害 復!日事業 96，902 昭和線道路改良舗装事業 64，876 

日進賞 金線道路改良卒 業 90，000 総合福祉施設実施設計委託事業 55，105 
畑の沢日進線凍雪害防止事業 75，849 公社営畜産基地建設事業 53，136 
南団地公営住宅建替事業 55，622 ピ1)カスキー場ゲレンデ整備事業 37，976 
都市計画街 路 事 業 40，000 農業施設災害復旧事業 35，694 

日進黄 金線道 路舗装事業 30，0∞ 1品業基撚整備事業 34，078 

八 束 宮前線道路古IIi装事業 30，000 冷災害対策農業共済負担金軽減事業 30，351 
' ー

加川 線凍雪害 防止事業 30，000 家 屋 購 人 事 業 23，131 
後志利別川緑地運動公園造成事業 26，000 1拘川地区緊急炭道主主備 ~J~ 業 21，632 
普通林道プイ 7ウンナイ線開設事業 24，769 ボイ ラ-'!1if備事業 20，549 
笠 回線防雪棚設置事業 18，000 農地災害復旧事業 16，108 
御 影光台線道 路舗装事業 13，000 事11丘小学校便所改築事業 15，759 

八 束 tr.燥線道 路告IIi~主事業 13，000 道路 橋梁災 害 復旧卒 業 2，250 

スクーノレパス購入卒業 12，360 

〕a怜〔〕5
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体験yy

熊
本
県
内
山
鹿
市
と
周
辺

5
町

で
構
成
す
る
山
鹿
成
本
広
域
行
政

事
務
組
合
主
催
の

y
少
年
少
女
友

好
の
シ
ュ
プ
ー
ル
%
。
の
一
行

ω

名
が
ロ
月
初
日

i
n
自
の

3
日
間

本
町
に
滞
在
し
、
ス
キ
ー
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
は
か
り

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
雪
国
の
子
供
た

ち
と
の
交
流
、
生
活
体
験
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
に
役
立

て
よ
う
と
小
学
5
年
生
か
ら
中
学

3
年
ま
で
の
臼
名
の
子
供
た
ち
と

指
導
者
8
名
が
今
金
町
を
訪
れ
た

ほ

と

ん

ど

の

子

供

た

ち

・

I.--

が
ス
キ

l
初
体
験
。

]一
H

け
い

-
一

ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
で
今
金
町
ス

「
訂

t
L一
ピ

キ
連
盟
の
指
導
を
受
け
、
最
初

一

m一一時
Jm

zく
の
も
や
っ
と
の
状
態
か
ら

一山
ヨ

ポ
|
ゲ
ン
が
出
来
る
よ
う
に
も
な

一，
一巳

り
、
ス
キ
内
楽
し
さ
を
満
喫
し

日

E
h
↑

も
の
で
、

て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
今
金
ス
キ
少
年

団
只
ら
と
宮
中
ゲ
ム
、
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
過
し
て
交
流
を

は
か
り
、
宮
図
的
関
携
や
文
化
に

触
れ
て
い
ま
し
た
。

• • 
仲
間
的
戸
援
を
受
け
、
鋭
い
気
合

と
と
も
に
身
を
乗
り
出
し
て
木
札

を
飛
ば
し
合
う
激
し
い
試
合
展
開

と
な
り
ま
し
た
。

今
金
町
こ
ど
も
会
連
合
会
(
会

長
大
崎
洋
二
主
催
の
百
人
一

首
下
の
句
大
会
が

1
月
日
目
、
今

金
百
人
一
首
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得

て
、
総
合
体
育
館
武
道
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
小
学
生
の
部

①
田
代

-
型
受

・
八
鈴
A

②
神
丘
D

③
八
束
D

マ
中
学
生
内
部

①
今
中
D
②
今
中
C
③
今
中
B

大
会
は
、
冬
休

み
の
聞
の
猛
練
習

で
腕
を
磨
い
た
小

学
生
お
チ

l
ム、

中
学
生
4
チ

l
ム

が
参
加
し
て
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
3
名

1
組
と
な
り
、
予

選
リ
ー
グ
戦
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
が
行
わ
れ
、

応
援
に
駆
け
つ
け

た
父
母
や
地
域
の

- ー曹

司.' -鼻、，

..J>・

社
会
教
育
中
期
計
画

の
答
申
さ
れ
る

平
成
7
年
5
月
出
日
付
け
で
諮

問
を
受
け
た
今
金
町
社
会
教
育
中

期
計
画
の
答
申
が
ロ
月
幻
日
に
な

さ
れ
、
山
北
幸
好
策
定
委
只
長
か

ら
本
間
行
維
教
育
委
貝
長
に
答
申

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

..， 

勇壮に木槍ゃっこ振りを披露

消防団出初め式

答
申
の
内
容
は
、
地
域
性

-
休

制
づ
く
り

・
施
設
の
充
実
と
活
用

・
生
涯
学
習
推
進
体
制
的
強
備
を

4
つ
の
謀
題
と
し
て
集
約
し
、
社

会
教
育
行
政
の
一
層
の
推
進
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

本
答
申
に
基
づ
き
、
教
育
委
貝

会
に
お
い
て
具
体
的
な
事
業
計
画

が
策
定
さ
れ
、
推
進
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

f 

人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
躍

ホ
年
に
わ
た
り
、
人
権
機
能
委

只
と
し
て
活
刊
附
さ
れ
た
阿
知
波
公

子
ぷ
に
法
務
大
臣
か
ら
感
鮒
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

阿
知
波
ぷ
は
約
同
年
間
人
柄
欄
時

餓
委
員
を
務
め
、
ロ
月
幻
日
函
館

地
方
法
務
局
人
権
擁
謎
課
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。• • 

今
金
問
消
防
団
の
出
初
め
式
が

1
月
6
目
、
団
長
印
名
と
消
防
平

5
台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
は
附
天
に
恕
ま
れ
、

町
内
を
堂
羽
の
パ
レ
ト
を
し
た

決
意
新
た
に
新
年
交
礼
会
開
催

町
主
催
の
新
年
交
礼
会
が

1
月

7
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
町
長

・
助
役

・
部
謀
長
、
町

説
会
談
員
、州
民
業
委
只
、
各
組
委

口
、
自
治
会
・
町
内
会
長
、
官
公

庁
の
代
表
ら

ω名
が
い
ち
ど
う
に

会
し
、
歓
桜
し
ま
し
た
。

町
長
が
仰
木
年
も
盟
か
で
住
み

町
づ
く
り
と
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
仰
と
決
意
も
新
た
に
あ
い
さ

つ
。
各
関
係
機
関
の
出
か
い
支
援

と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

良
u、

-・さ本
れ 間

寸 法
。員

墨

書
申
書
カぜ

手
渡

1
 

6
 

〔

ん‘
後
、
町
長
、
消
防
団
長
な
ど
の
飢

闘
を
受
け
、
今
年
1
年
内
火
災
予

防
へ
の
耕
一
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
途
中
、
山
同

協
前
、
神
社
前
な
ど
町
内
5
カ
所

で
団
員
に
よ
る
勇
壮
な
纏
振
り
、

木
給
奴
振
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

沿
道
の
見
物
人
か
ら
大
き
な
拍
手

を
沿
び
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

ホ
年
の
功
労
を
た
た
え
て
、
北
海

道
知
事
表
彰
、
消
防
協
会
長
表
彩
、

町
長
表
彰
な
ど
の
伝
達
が
あ
り
ま

し
た
。

置も ')‘F 

園• 
〕7
 

〔



み
画亘]
いまかね雪まつり冬L¥ 

持ちに待った入学の日が近づいてきました。新入学児童のみなさんは期待に胸を中 くら

ませていることでしょう。吾学校では、やさしいお兄さんお姉さんがみなさんの入学を持

っています。

今年入学されるみなさんを紹介します。名前のもれている人、転入された人は教育委員

会までご連絡下さい。

ん

な
八 積 極 英 主 ;!

手リ :1'IJ 孝史
束川川河河 s

島木天惜坂天伊水 下菊 境大潰 吉讃姥内平金
国 ケ氏

田谷沼藤井沼藤野屋地図場回国岐名鳥山連

純雅未

同

nE
 

哉謹

沙
耶
香

真

衣

ひ
と
み

麻

耶

章

太

公

子

利

香
い
ず
み

安タに
可毛雅 大

沢道村田

悟史平介

由
美
子

冴

子
禽
拠f
 

真
里
奈南恵

名

性
別

忍来

八八
束束

八
束

今今今今今今今今今今今神神神神神金金金金八
金金金金金金金金金金金丘丘丘丘丘原原 l草 原 束

長
谷
川

宮

崎

5頁中中黒中車田 イヲ予中

涼情海

田藤里川中

1里

弥翼傑弘樹美望• • 
今
金

回

広

場日
所時

平
成

8
年

2
月
叩
日
出
・
日
日
側

ふ
れ
あ
い
広
場

の

場 男

貢綴克互保 蒜英高志主防音 p 幸 山裕良利司11千哲誠{中英折、春祐祐久 喜
『J担問之冗治 M'Ji恋子弘一次 # 作男 、臼孝男春哉一之樹夫辛 - n.' .::y_ ~ 

----'---''--''----------------郎--------------------------------ロ

女男男男女 女 女 女男女女女男9"~ 男女女男ifj 男51，} 男ifj 女女男女女主

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今 笠
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金 ;:;

氏
八
重
樫

和

田

陶松

原

斎

藤
三
津
橋

八

木

大

橋

久
ケ
津本瀬村谷

山谷佐市
関飯柴佐

々
木

村

井
寺

崎

大

倉

渥

美
寺小笠 i賓森尾須天戸螺

d

司
第
刊
固
い
ま
か
ね
雪
ま
つ
り

吹
雪
白
中
の

情
藤
多
喜
雄
コ
ン
サ
ー
ト 山

拓欣早伶

奈
未

来
彩

美

ま
ど
か

回

大真雄雄友

里
未

理

悠
太
郎

貴

光

芽

衣

真
奈
美

智

博
予

国JI! 

朱美郁将 賢 安

回井回崎

司

回

綾崇梨絵未

回良西原

今金町観光協会 ) 

いま車、ね雪まつり実行委員会

主催

主管

会場オプ ン

ミニスキーテ凶ュアjレレース

(優勝賞品東京ディズニ ランド

親子4名旅行券)

オープニングステージ(ふるまいモチ他)

よさこいソ ラン踊り

ふるまい酒

q劇団風の子が来る砂

道内初の雪上ステ ジ 『ワーイ

ワニワニ』

雪のスクリ ーンに人気アニ メが飛び

出すぞ

rミyキ- 7ウスのお誕生日パテイ J

r忍たま 乱太郎』

『ドナ/レドダ !lと魔法使い』

冬の夜空を彩るスパ クリング

花火ンヲ ー

世10日(土)

12:00-

13:30 

17:30-18:00 

18:00-18: 10 

18: 10-

18:15-19:15 

19:15-20:05 

20: 15-20:45 

会場オープン

第 1回全日本だるまさんがころんだ

選手権

伊藤多喜雄コンサート

全場クローズ

会場クローズ21: 00 

古11日(日)

9:00-

10:00-

12:00-13:00 

15 :00 名

性

別

哉也紀

牢
粒
名

名

性

別

寿

貴

恵

理
同
月目

〕8
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氏
渡

遺

荒

川

横

山

商

一一
一酉江南植

男

今
金

女

保
護
者

(
寿
明
)

(
敏
弘
)

(
政
義
)

(
勝
明
)

(
弘
邦
)

(
正
人
)

(
清
次
)

(
美
芳
)

(
和
夫
)

男

光 1記長 主E!英 吾敏直王直 吉 蔽裕云---保
一 議 君男 警義次史広附雄次 広秀慶幸哉信 仁 ← 

今春入学する今金幼稚園そら組のみなさん

今
金

男

男

今
金

英

女女女女女

男

今
金

祐健

太

美
香
梨

啓

介

友亙

人

男

今
金

向島

男

今
金

JlI 

女

今
金

ロ

男

今
金

村谷

飛 太 未 樹

耶朗

男

男

A 

金

女

女男女女男男女女男女

太

男

美 希 紀 司

男

(泰
幸
)

(主
三
)

(隆
彦
)

(
稔

)

(
克
之
)

(菊
美
)

(利
文
)

(
弘
道
)

(
康
友
)

(
弘
志
)

!I:} 女女

香仁絵理那宙

男女女女男女

• • 
f--a 寸フイトlレ 一一一一一一一一一-l

M塚愛九 E・E ・1j
あい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・.$¥J・・・・ ・? 

平成 5年 6月"日生まれ) ・・・・・・E守司副・・. 1; 
l下メ ツプ高台 本塚晴着なの長女 贋 物J通 ・ ・ E 

親ヵ、ら] 圃園開基~ -・・・ーも量 1
1 お人形遊びが大好き。いつも 、お人形 . 句、 . 層圏・E訓・ ir 一………ゴ叫町ト内…一で七口……一一ご品以山一ち肘山…そ引川つ情作

気カ刊州干和1恥lμしい、てお兄ちやんの世話までも .圃.圃.圃.邑 >-..、 -圃.圃-
しています。ケンカも強いです。 ...  "''-.---- 河町-

1 今まで通り 、世話好きで、やさ L(、 ・・.，. .f\~.i~ ... ; 

1芯円強い干に育って欲しいです。 ー札 、 .-

~・h ‘植村友祐九 ; 

ゅうすけ

."，.，胃咽・I 平成 5年 6日16日生まれ)

.，.:.~"'~・ 寒昇植村明光九、 美紀丸山男 。
: i ，且 -，.. 親から

~ ムザA色 「良〈食べ良くしゃべり良くつ1 ム ，ァ~ ... るJ 我京町由っすけは、少し前までは 6 
t 企 '7 "・h こんなにンヤベル子になるとは想像も i凶働組h出来けったので打 ; 1 _ ~・・・・・・r:胃圃・-‘ 7 マが泣くふりをすると近寄ってき
1 :..・・・...'11・E・-て ゴメンネ、ゴメンネ日と小さな手圃・・・・・・E置.".r"・・・・・・・E、 で互況をなでてくれるのが う~ん や‘ ・・・・・・・....刊・週明・・・・・劃 められないが

~~_...---...---..._-_..._-_...・e・ .._---- ..-----.._-_... ...・e・----- ..- -- --..，

g 俳 句 ;

: 標2外主初芝朝き鉢2凍2ム i 
i 杭5国E日日寝a 梅2空r

のの記さし の に ト
朱 h背主夫Eて咲きう ン

f の菜な停t春宮きちの f 

i 孤 ニ も 年fの団fわ数k i
f 独 f入いを七4紫Z太白物A i 
F なれ筆官種4の鼓こや f 
i るし 頭号 こ 明あのき f 

i 吹 R 七品にとか街去 し
: 雪吉 日拘 こ明あか冬ぉ{

ι あ粥花 とかな 番i
i と とと被v

j 辻阪坂藤芳杉今 j

; 井本田 賀本 村 ;

? 和み京 喜ああ 由 j
j 枝き 井 7
j 子え子子えい子 7
i川戸山日、川川、へ同 問、〈 司、利別俳句会J
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路
上
駐
車
は
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
グ

今
年
は
例
年
よ
り
、
雪
の
畳
も

多
く
、
除
排
雪
作
業
の
機
会
も
増

え
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
は
、
主
に
交
通
量
的

少
な
い
夜
間
や
早
朝
に
作
業
を
行

い
ま
す
が
、
地
吹
雪
の
時
な
ど
は

視
界
も
悪
く
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
車
を
駐
車
し
て
い
る
部
分

が
除
雪
で
き
ず
、
交
通
障
害
の
も

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。〈経

済
部
建
設
課
〉

確
定
申
告
の

相
談
日
程
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
、
税
務
署
内
職
員

が
試
算
方
法
や
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

l
、
日

時

2
月
初
日
側
、
幻

日川
W

の
2
日
間

2
、

場

所

役

場

2
階
会
議
室

3
、
申
告
相
談
の
際
に
お
持
ち
い

た
だ
く
も
の

国保係)(町民相祉課衛生係

康
機診を受けて明るい健康づくり

2月みんな

①
事
業
所
得
の
計
釘
又
は
収
入

(
売
上
)
金
額
、
必
要
経
費

(
仕
入
れ
、
そ
の
他
の
経
費
)

の
わ
か
る
も
の

②
源
泉
徴
収
票

③
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料

の
支
払
い
証
明
智

④
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金

の
支
払
い
額
の
わ
か
る
書
類

⑤
そ
の
他
、
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類

⑥
印
鑑

〈
八
雲
税
務
署
V

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

学
生
も
初
歳
か
ら
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

加
入
の
届
出
、
も
う
お
済
み
で

す
か
?

。
届
出
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
在

学
中
の
事
故
や
病
気
で
障
害
者
に

な
っ
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
将
来
受
け
る
老
齢
基

礎
年
金
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

O
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
役
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

• • 
け
斗
義
子
一
一
陸
棚
田
山
田
世
雄
山
ん
子
雄
、
ぇ
子
夫
泊
四
協
部
ノ
山
ス
会
会
ル
世
抽
出
出
m
m
y
広
広
応
一
地
わ
主
的
品
こ
会
忠
脂
信
田
義
柏
町

配

型

ク

ー
i

一

位

y

k

T

ン
均

一

日

ト

食

仕

金

一

幽

ユ

日

出

仙

川

さ

f

目

FK4
ダ
父
人
守
ん
を
物
ん
ク
↑
穀
子

F

か

コ

ま

仙

揮

募

一

よ
附
ト

亮

健

印

附

L
Y

十

制

作

行

き

土
町

商

:
マ
咋
一
金
ェ

メ

闘

相

ン

ニ

靴

食

商

硲

Z2
正
J

五-

「

く

[

今

:
ク

今

司

レ

金

と

ボ

菓

コ

ク

字

y

」

制

似

一

家

本

鮮

脇

町

、

』

一

l
f
r
附

け

パ

ツ

米

レ

み

戸

一

鮮

一

ヮ
一

川，

多

一

ほ

G

ヨ

一

ハ

木

ふ

ス

ら

一

v

y

ィ

ン
III
-

の
存
保
井
市
爪
膝
竹
u
凶

膝

桶

臣

官

ハ

合

尾

川

江

一

王

わ

ド

ト

y

田

川

一

中

川

沢

木

原

水

ロ

円

一

k
へ

一

村

原

崎

協

金

d

-

:
企
F

ほ

ナ

ザ

な

1

、

亜

a

一

J
会

一

念

凹

台

L
H

コ

主

々

藤

川

よ

ふ

そ

わ

ナ

位

一

一

だ

附

。

ん

立

伊

工

野

小

藤

迫

骨

外

人
t
ド
大
松
平

E
f
iさ
じ
れ
今
什
楯

AZEス
石
川
凶
つ
事
み
引
田
小
ス
忠
告
外
;
け

L

A
E

刷

は

寸

主
F
Z

会
ま
一
一

j
k
}
一

ZEU

?
l
v

一

協

叫
三

祉
盟
三

、カ

「

吉
田

凶

り

7

4
↑

学
あ
一
-

、
rt
f

A
E
叫
刑
一

ト
L

光
ご
「

士
h

y
I

品
川
山
ア
繁

y

レ
会
一
ノ
問
美

モ

ダ

↑

の

ス

一

4
イ

コ

唱

ヤ

宜

日

一

ゴ

サ

松

武

ス

J

ハ
児
広

山

怖

を

)

イ

く

伐

〉

〉

}

〉

ば

〉

〉

町

)

)

〉

ミ

〉

ィ

ト

〉

山
市
際
市
一
山
松

B
ユ
阿
川
市
た
摩
川
丸
町
出
川
刊
谷
部
品
町
勝
町
崎
僑
膝
町
わ
一
一
川
本
一
千
出
町
瀬
町
内
川
野
川
崎
川

町

塚

山

浜

幌

T
キ

館

霊

バ

沢

石

部

棚

ル

て

ん

和

ハ

山

金

金

四

本

繍

札

タ

函

本

森

八

上

厚

能川

乙

漏

オ

を

北

倫

今

ι
、
東
(
佐
〈
市
川
山

J
ワ
戸
制
〈
日
佐
(
金
〈
成
仁
〈
大
〈
北
〈
注
〈
山
三
伊
〈
フ
手
〈
東
山
北
出
〈
村
浜
木
水
森
也
制
今
今
大
釦
鵬
働
長

2. 10 8 

)1. 

し、
。

t¥' 

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

看
板
の
掲
出
に
は

ル
l
ル
が
あ
り
ま
す

屋
外
広
告
物
を
摘
出
す
る
に
は

原
則
と
し
て
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

①
道
路
に
は
み
で
た
看
板
や
広
告

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

②
電
柱
に
勝
手
に
立
看
板
、
は
り

紙
、
は
り
札
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

③
街
路
樹
は
公
共
の
財
産
で
す
の

で
、
立
看
板
、
は
り
紙
、，向、Jつ~胃ガン検診を受けよ

R 
J白

郎

雄

ダ

メ
郎
白

m 目 対 a良 者 ~，施日 E年 問 対象地区 主11<会場 的 考 お知らせ

① 礼児相談
生後

1日(木)
受付時間l

全地区
町民 保健mig 睦康相談

3 、 6 、 9 ヶ月 ~E 13: 00-13: 15 センタ ー 身体計測

① 季節労働者検器 季節労働者の力 2日(金)
実施時間 結骸検診拝Iflt検査

。 。
9 : 00-12: 00 'し屯図検査 開ui氏検校

5日(月)
老人福祉

③ 一 般 ~II Mi 会 開I 民 19日(月) 10: 00-12: 00 4少 保健桁~1'f. 睦版刷絞
センタ ー

26日(月)

④ 
i11ガン倹診

i前40成以上の方
6目、 7 : 00-8・00

" 4少

大脇ガン検診 9日 7 : 00・-10・00 q，し込み者には受診器を

⑤ 子宮がん検診 満30成以上の女性 8日(木)
8 : 30・- 9 : 00 i墨付いた Lております。

/ノ 。
12: 00-12: 30 

@ 妊 紛健 診 妊焔 カ 13臼(火)
受付時間 今金町 尿検査歯科m導保健知事

の
13: 00-13: 30 

。
国保術院 医師診察(有科)

① 股l湖町税1:]健診 生後 4 ヶ月児 13日(火)
災施時間 4- ~且b 

股間節X線微量。
13・00-14:00 保健所

生後 4 受付時間 町民
身体計測 医師診察

申 乳児健昨 15日(木) 。 歯科桁噂 栄甚指導
7、 10、 12十月児 13: 00-13: 15 センタ ー

保健mm

@ ほ視学 級 ~1: ~Ttl の方
20日(火) 受付時間

。 。 制別通知したします。
27日{火) 13・00-13:30 

⑮ 
無医地 区

金 開1 民 27日(火)
受付時間

耳鼻科診彼4シ 4シ

巡 回診 鍬 14: 20-14: 50 

日j

"' 

四

グJ

州、

" 
ト
金

H

-，/j 

Tt 

は
り

札
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

④
自
家
用
で
あ
っ
て
も
、
合
計
し

て
面
積
が
叩
耐
を
こ
え
る
と
許

可
が
必
要
で
す
。

⑤
表
示
面
積
が
刊
訂
未
満
で
あ
っ

て
も
、
高
き
4
m
を
こ
、
え
る
広

告
塔
、
看
板
は
建
築
基
準
法
に

よ
り
必
ず
地
元
市
町
村
の
建
築

係
に
工
作
物
の
確
認
申
請
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑥
設
置
場
所
に
よ
っ
て
高
さ
制
限

や
表
示
面
積
め
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
禁
止
区
域
も
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

き
い
。• 
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出
笠
出
生
男
夫
郎
醐
合
三
機
光
蹄
昭

久

治

組2
1
 

先
日
比
紀
琳
勘
口
勝
住
政
必
政

日
聡

Iff 
}l1 谷

詳
し
く
は
、
柏
山
支
庁

経
済
部
建
設
指
導
課
ま
で

東
な
お

薬
物
乱
用
事
犯
取
締
強
化

月
間
の
実
施
に
つ
い
て

税
関
で
は
、
2
月
を

「薬
物
乱

用
事
犯
取
締
強
化
月
間
」
と
し
て

特
別
取
締
を
実
施
し
ま
す
。

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
な
ど
不

正
薬
物
の
密
輸
入
は
依
然
と
し
て

後
を
絶
た
ず
、
手
口
も

一
段
と
巧

妙
か
っ
悪
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

密
輸
に
関
す
る
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
函
館
税
関
〉

2
0
1
2
0
1

4
6
1
9
6
1
 

1建費二

4議惨

@笥

と@OO

透
明一一切

福山
一、

-
ガ
ン
の
代
表
|
胃
ガ
ン

日
本
人
の
ガ
ン
の
中
で
、
も
っ

と
も
頻
度
の
高
い
の
が
胃
ガ
ン
で

す
。
死
亡
す
る
人
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
胃
ガ
ン
に
か
か
る
人
は
ま

だ
ま
だ
培
、
え
つ
つ
あ
り
、
決
し
て

油
断
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
胃
ガ
ン
は

ρ

治
る
ガ

ン
。
と
い
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ

た
場
合
の
こ
と
で
す
。

。
検
診
を
受
け
て
ガ
ン
と
い
わ

れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
そ
ん
な
不

安
を
持
た
れ
る
方
が
い
ま
す
が
、

検
診
で
発
見
さ
れ
る
ガ
ン
は
ほ
と

ん
ど
が
早
期
ガ
ン
で
あ
り
、

仰な

お
る
。
カ
ン
な
の
で
す
。
ガ
ン
退

治
に
必
要
な
こ
と
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
す
。

n
検
診
が
怖
い
。

と
言
わ
ず
、
積
極
的
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
、
っ
。

-
胃
ガ
ン

に
か
か
り
ゃ
す
い
タ
イ

プす
肉
親
に
ガ
ン
に
か
か
っ
た
人

が
い
る

食
塩
辛
い
物
を
つ
ま
み
に
濃
い

酒
を
た
く
さ
ん
飲
む

大
野
菜
が
嫌
い
、
偏
食
を
す
る

食
過
労
で
い
つ
も
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
。

会
胃
治
市
惜
や
慢
性
胃
炎
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
も
胃

の
調
子
が
悪
い
。

今金町がん死亡状況

死 が死 胃 肺 肝 豚が
亡 カf カイ が
教 ん亡 ん ん ん 臓ん

平成
18 21 3 5 。2 

5年

平6年成 59 25 4 8 3 2 
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今今令
12月末現在

(前月対比)

( ~ 2 ) 

( 2) 

(~ 4 ) 

( 1) 

令やや

7，344人

3，536人

3，808人

2，570世帯

人口

男

女

世帯数

f:@5321 

g②0324 

8②0221 

2②0057 

f:@5011 

2月の休日当番匿

(北楠山)

(今金)

(今金)

(今金)

(北格山)

北袷山町国保病院

富 医

今金町国保 病院

院回

4日

II日

岩間医院

道南ロイヤノレ病院

12日

18日

月日 』主 事 組 メロ入 名

2/16 午前 下稲穂、上極川、八束宮の下

午後 下型回、上鈴金、神丘中台、光台

2/19 午前 金又、住中、春日井、美利河

午後 御影、上田代、八束初回、八鈴

2/20 午削 花石、中トマンケン、笠受

午後 盟国中央、下種川、八束更生

2/21 午前 寒昇、金原旭、下白石、神丘新興

午後 中種川、鈴同第一、瑞穂、上程川 (A)

2/22 午前 上稲穂、神丘中央、金原昭和、南国代

午後 中豆、八束宝回、南竪受

2/23 午前 上豊田、金原中央、種川宮前、鈴川

午後 八束栄、神丘共和、鈴金、イマヌエノレ

2/26 午前 金原宮前、神丘高台、鈴岡下台

午後 住吉、 卜7 ンケシ、上金原

2/27 午削 団代、日進、下トマンケン、奥種川

午後 上白石、八束南原、鈴岡第二

(保謎者直樹)大和町

聡)商工団地

下種川

護寿図

上極川

笠寿圏

中花右

昇

(保護者貞夫)南栄町

(保護者

(保護者英次)寒

86歳

93歳

83歳

83歳

85歳

ーお〈やみもうしあけ'ます

千代谷清作な 12月14日

坂本 ヨン九 12月30日

{晋jjj;ツメノ さん l月 1日

細川 キクさん 1月 3日

村谷千代悦さん l月6日

図おたんじようおめでとう

1ft輝、 12月14日

梅津まどか、 12月28日
内" 喝 の す "

飯田隆之亮¥...12月31日

路氏、1月 9日

宇宙物

山口

25日

ア年分農業所得申告相談日程

• 
?ぞ 1月16日受付分まで記載

f7.-f ~'l' 
先

発
行
/

北
海
道
今
金
町
役
場
.
醐
②

o
j
T番

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
幼
稚
園
、

保
育
所
、
光
の
里
学
園
、
豊
寿
園

を
訪
問
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

ロ
月
幻
日
に
は
、
今
金
保
育
所

を
訪
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ

ん
し
た
ク
ラ
ブ
員
が
子
供
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
玩
具
や
お
菓
子
を
プ

レ
セ
ン

l
。

白
い
ヒ
ゲ
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス

に
子
供
た
ち
も
大
菩
び
で
し
た
。
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ロ
月
日
目
的
オ
ー
プ
ン
以
来
、

好
評
を
得
て
い
る

『あ
っ
た
か
ら

ん
と
』
で
ロ
月
初
日
、
有
料
第
一

号
と
な
る
阿
部
昭
一
九
(
高
美
町
)

ら
5
名
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


